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編集後配・汎用シミュレーション言語GPSSが世に出

されたのが， 20数年ほど前のことになります.その頃か

らシミュレーションは使われていたはずで・す.しかし，

ここ 3 - 4l同íJ まで、は， シミュレーションの適応事例が

発表されることは少なかったように感じます.シミュレ

ーションがあまりに実務的なレベルで使われるため，外

に出しにくいとし、う閣があったことと，十分な理論的裏

づけを行ないにくいという点から発表される機会も少な

かったのだと思われます.

・ところが，最近は事情が急変しています.わが国の空

前の好景気が影響して，新しく複雑な設備に九jする投資

が盛んになっており，そのシステム挙動を事前にとらえ

るためには，シミュレーションしかないといった場面が

多くなっています.そのニーズがシミュレーションの研

究を活発にさせている原動力になっています. OR学会

研究発表会でも一時期姿を消していたシミュレーション

のセッションが復活したことでもおわかりになると思い
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.シミュレーション周辺のツールの整備も，普及に一役

買っていることに疑いの余地もありません.以前は，モ

デルの検証というと，分析者が，いちどはシミュレータ

に成り代わりリストに長く打ち出されたトレース結果を

追っていましたが，今やCRT上に現実のシステムの稼

働状況がアニメーションで表示され，誰が見てもモテール

の中身が理解できる仕掛けができているのです.

・シミュレーションがブームになると，万能薬であると

思う人がでできます.シミュレーション分析を行なえば

何らかの解答が得られるのは事実です.しかし，何のた

めに，何に的を絞って，そして現時点では何を決めなく

てはならないかといったことが整理され検討された上て・

分析されたものでなければその解答は無意味なものにな

ってしまいます. OR ワーカーにとっては，事前検討の

必要性を説明することが， シミュレーション分析の第 1

ステップなのかもしれません相沢りえ子)
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